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１．はじめに

日本の地域金融機関（地方銀行、第二地方銀行、

信用金庫、信用組合）の基礎的な収益力は長期に

わたって低下しており、かつ回復の兆しが見えな

い。金融庁［2018］は、地方銀行・第二地方銀

行のうち本業収益が赤字であった先が2018年３

月期時点で過半数あり、そのほとんどが２期連続

して赤字であったと警鐘を鳴らしている。

地域金融機関が収益力を回復する上での論点は

何か。本稿では、筆者が考える地域金融機関をめ

ぐる二つの経営課題―ミドルリスク企業向けエク

イティ資金の供給とマイナス金利政策の下でのバ

ランスシート調整―について、Ono, Suzuki and 

Uesugi ［2018］、Ono et al. ［2018］に基づき論

じたい（注１）。

２．地域金融機関の現状

日本の地域金融機関の収益構成をみると、伝統

的な預貸ビジネスを中心とする国内での資金利益

の占める比率が高い。資金利益は長期的に減少傾

向にあるが、その主因は、預貸利鞘（貸出利回り

－預金債券等利回り）の低下である。景気回復を
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　日本の地域金融機関の課題は、もともと低水準だった預貸利鞘の低下が続いている点にある。地域金融機関の
「薄利多売」型ビジネスからの脱却に向けて、本稿では、ミドルリスク企業に対するエクイティ性資金の可能性、
預金の削減を含むバランスシート調整の必要性について考察する。
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